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は じ め に
筆者は先にメインスマ版のババッド・タナ・ジャウィ (Babad Tanah
Jawi, 以下 BTJ と略記する) の翻訳を10回に分けて発表した (深見訳
2012)｡ 本稿はその際に分載した解題に新たな知見を加え, 誤りを訂正す
るとともに, 全体をより一貫性のあるものに編集したものである｡ 翻訳は
ラスによるメインスマ版第５版 (Ras 1987a) (第２節第４項参照) を底本








みせたジャワ学 ( Javanology) の歴史への接近の第一歩でもある｡
以下, 第１節で BTJの概要を簡単に紹介し, 第２節で国際的に最もよ
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本論の後に ｢天女ナワンウランのその後｣ と ｢いとこ婚｣ の２つの付説





英語では historyあるいは chronicleの語があてられる [Robson 2002 : 62]｡
特定の歴史的出来事や個人の伝記のこともあるが, 王国あるいは王家の史
伝にババッドを称するものが多い｡ ババッドの語に ｢(森を) 開く｣ の意
味もあり, 史伝の作成と国を建てることの間にある不可分の関係を示唆す
るとされる｡ ただし王国や王家の史伝がすべてババッドを称するわけでは
なく, スラット (Serat, 書物) やスジャラ (Sejarah, 系譜, 歴史) など



















はレメリンク (Remmelink 1994), リックレフス (Ricklefs 1998), アミヌッ









ド・マタラム (Mataram, 38－74章) においてゆるやかに遷移している｡
BTJは王都の移動にしたがって７部に区分され, これらもまた各々ババッ
ドを冠して呼ばれることがある｡ 第１部ババッド・パジャジャラン
(Pajajaran, 1－4 章), 第２部ババッド・マジャパイト (Majapait, 5－14
章), 第３部ババッド・ドゥマック (Demak, 15－23章), 第４部ババッ
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示している [Ras 1987b : LV-LXIII]｡ なお, このことからわかるように,
メインスマ版とバライプスタカ版は, BTJの多数存在するバージョンのな
かで, 同一系統のテキストに属する｡ その中心にあるテキストは大ババッ









メインスマ版と通称されるが, メインスマ ( Johannes Jacobus Meinsma,
183386) は著者ではなく, 刊行者である｡ 彼は1853年レイデン大学に入
学して神学を学び, 1858年には聖職候補者に登録された｡ しかし聖職には
就かず, ジャワ語を学習し, 1861年デルフトの王立アカデミー
(Koninklijke Akademie te Delft) のジャワ語講師に就任した｡ 1864年アカ
デミーは廃止され東インド学の講座はレイデン大学に移管されたが, メイ
ンスマはデルフトに同時に設立された市立東インド官吏養成学校








唱し設置とともにジャワ語の教授に就任したロールダ (Taco Roorda, 1801
74) の強力な指導力のもとで, ジャワ語とジャワ文学, ジャワ文化の研
究教育の中心に発展していった [Kern 1928 : 211 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダは当初セム系諸言語を学び, フローニンヘン大学で神学博士
(1824), レイデン大学で文学哲学名誉博士 (1825) となった｡ アムステル
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ジャワ語文法 (1855), ワヤン物語の研究 (1869), ジャワ語・オランダ語
辞書 (1901定本) はじめ多くの業績をあげるとともに, 多くの後進を育て
た [Kern 1928 : 208216 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダの薫陶を受けた一人がメインスマだったのだが, 彼が BTJ (初
版 187477) を刊行したのは, ジャワ語 (およびジャワの文化や価値観)
の学習のための教材としてであり, 散文であった理由はここにある｡ 第３
版 (1903) までジャワ文字で刊行され, ジャワ語の教育におおいに利用さ








にとってジャワ語の栄養源｣ [ENI 4 : 786] と称されたウィンテル (Carel
Frederik Winter, 17991859) であった｡ ここで主に 『オランダ領東イン




ウィンテルはジャワ語翻訳官 (translateur in de Javaansche taal) の子と
して中部ジャワ南部の王都ジョクジャカルタに生まれ, 1806年父
( Johannes Wilhelmus Winter) の転勤によりもうひとつの王都スラカルタ
に移った｡ 父の教えを受けて自らもジャワ語に通暁するようになり, イギ
リス中間統治期 (1811－16) をへて, 1818年にはジャワ語翻訳官補に任じ
られた｡ 翌年父は中部ジャワにおけるオランダ統治の中心地である北岸の
スマランに転勤になったが, 彼はスラカルタでジャワ語の仕事を続け,
1825年にジャワ語翻訳官に任命され, 同時に公証人 (notaris) の職務も命
じられた｡ ちょうどジャワ戦争 (ディポヌゴロの反乱, 1825－30) がジョ
クジャカルタ王国だけでなくスラカルタ王国も巻き込んでジャワ社会に大
きな混乱と荒廃をもたらす時期にあたる｡
さしもの大動乱も治まった後, 総督ファン・デン・ボス ( Johannes van
den Bosch, 17801844 ; 総督 183034, 植民地大臣 183440) の下で1832
年, スラカルタにジャワ語学館 (Instituut voor de Javaansche taal) が開設
されると, ウィンテルは業務のかたわらここでジャワ語を教え, 後に館長
















ルフト・コレクションと呼ばれている [Pigeaud 1967 1 : 1656 ; 2 : 68]｡
メインスマ版もレイデン大学図書館所蔵の原本によって刊行された [Ras
1987a : V]｡
1844年には政府の正式決定によりウィルケンス ( Johannes Albertus
Wilkens, 181388) [ENI 4 : 7823] と共同で詳細なジャワ語・オランダ語
辞書の編纂を命じられたが, ウィンテルの本来業務の多忙などの原因でそ
の存命中には完成しなかった｡ ウィルケンスはウィンテルのスラカルタに
おける最も優秀な学生であった [Uhlenbeck 1964 : 50]｡ ウィルケンスは
1848－51年の約３年をロールダに協力するためにオランダで過ごしている
が, ウィンテルは1859年スラカルタで死去するまでオランダに行ったこと
はないらしい｡ なお, 彼の息子２人 (F. W. Winter ; C. F. Winter Jr.) そし




(Raden Ngabehi Kertaprajaまたはカルタプラジャ Kartapraja / Karta Praja)
であった｡ クルタプラジャに関しては生没年など基本的な事柄を含めて詳
細は明らかでない｡ 以下にわかった限りのことを紹介しておきたい｡ 特に
注記するもの以外はラスに拠っている [Ras 1987b : X-XI]｡
クルタプラジャは1838年４月にジャワ語学館の教員に任命された｡ 給与
月額50ギルダーという [Wieringa 1999 : 259]｡ 彼はそれ以前, オランダ聖
書協会 (Nederlands Bijbelgenootschap) からスラカルタに派遣されたヘー






ジャワ語を教えたが, 1837年にその任務から離れた [ENI 1 : 7823]｡ ク
ルタプラジャはこれと入れ代わるかのようにジャワ語学館の教師になった
ことになる｡
ラスによれば, クルタプラジャはクリウォン (kliwon) というプリヤイ
(priyayi, 貴族) の地位をもっていたので, スラカルタ宮廷に関わる職位,
おそらくクラトン (kraton, 王宮) の図書館に入ることのできる役目にあっ
たと考えられる｡ ヘーリックが彼を ｢助手｣ にしたのは, 彼の言語と文学
の知識のゆえであることに疑いはなく, ジャワ語と古代ジャワ語研究の大
家コーヘン・ストゥアルト (Abraham Benjamin Cohen Stuart, 182576)
[ENI 1 : 4967] はこの点でクルタプラジャを称賛しているという｡ しか
し, 今日クルタプラジャの作品として確認できるのはマニック・マヤ
(Manik Maya) とババッド・スンカラ (Babad Sengkala) の２点にとどま
るようである [Pigeaud 1967 3 : 273]｡ 前者は稲作や稲の神に関する神話
(韻文) であり [Pigeaud 1967 1 : 154], 後者は一種の歴史年表 (散文) で











1964 : 107]｡ そうしたもののなかにクルタプラジャによる散文版 BTJがあっ
たのである｡
じつはウィンテルはクルタプラジャの作品に満足せず, ｢改善版ババッ








ウィジャヤ (Adiwijaya) が記されるが, メインスマ版はアウィジャヤ






メインスマ版の初版は２巻で刊行された｡ 第１巻 (1874) はジャワ文字
ジャワ語による本文である｡ 筆者はこの第１巻の PDF版をレイデン大学
図書館の一般公開のオンラインで入手することができた (2016年７月17
日)3)｡ 頁づけの最終は688頁なので, かなり分厚い本である｡ なお, ウェ
ブサイト Sastra Jawaに第１巻のローマ字翻字 (全688頁) が掲上されてい
る｡





５版でカバーできるが, 註釈はとくに貴重である [Ras 1987b : X参照]｡
第２版 (1884－99) は本文が２巻で刊行された｡ 第１巻はたまたま筆者




第３版 (1903) はやはり本文が２巻で, 同じ年に刊行された｡ なお, 第
２版第２巻と第３版の編者は, 1877年からレイデン大学でジャワ語・ジャ
ワ文学の教授を務めたフレーデ (A. C. Vreede, 18401908) [ENI 4 : 636]
である｡
第４版 (1941) は同じく２巻ではあるが, オルトフ (W. L. Olthof, 1886
1954) によるローマ字転写およびオランダ語訳である｡ 筆者が翻訳に際
して依拠した第５版 (1987) は第４版の写真版による再版であり, ラスが








titel : Poenika Serat Babad Tanah Djawi wiwit saking Nabi Adam doemoegi ing
taoen 1647)｣ と書かれていて, メインスマ版を継承することが示されて
いる｡ すなわち, メインスマ版の書名にはじつは, BTJと並んで Poenika







版から推測できる｡ 第５版のジャワ語版 (Ras 1987a) において前半 (7－
181頁の175頁) が第２版第１巻にあたり, 地図３頁をはさんだ後半 (184－




バライプスタカ (Balai Pustaka, ジャワ語ではバレプスタカ 
Pustaka) は, 現在は出版を中心とする民間企業であるが, もともとオラ
ンダ植民地時代の政府機関であった｡ 1908年その前身である国民図書委員




業務を起こし図書の貸し出しを始めたのも同じ理由である [ENI 4 : 6102]｡
1917年に委員会は恒久的機関となり, オランダ語で国民図書局











ギヤンティ (Babad Giyanti) である [Uhlenbeck 1964 : 130]｡ 後者は本書
と同じマタラム王国の史伝であり, 1755年の王国分割に至る過程を扱う
(第５節第２項参照)｡ 1937－39年に21分冊 (および第22分冊として索引)
で刊行され, 一連番号は No. 1259である｡ バライプスタカが刊行したそ
の他のババッドのタイトルと刊行年をウーレンベックに依拠して挙げてお
く [Uhlenbeck 1964 : 130]｡
Babad Bedahipun karaton nagari Ngayogyakarta (1913)
Babad Mangir (1913)
Babad Panambangan (1918)





バライプスタカ版 BTJは31分冊で刊行された｡ 1939年に４冊, 1940年
に19冊, 1941年に８冊である｡ バライプスタカの出版物には刊行順に一連
番号が付されており, 本書は No. 1298である｡ 第１分冊の No. 1298に続
いて, 第２分冊から No. 1298a, No. 1298bなどとアルファベットが付加さ







(Taman Siswa) の博物館内図書室だけであった｡ 複写の便宜をはかって
いただいた同図書室に感謝申し上げる｡
最後の第31分冊が78頁である他はすべて80頁である｡ 第１頁は中表紙,
第２頁はその裏 (白紙), 第３頁から本文が始まる｡ 最後の頁に目次があ
る｡ 目次はたいてい１頁なので本文は77頁であるが, 目次が２頁の場合も
あり, この時は本文が76頁になる｡ 第１分冊には３頁分の序文があるので
本文は第７頁から始まる (第６頁は白紙)｡ 判型は A5判であり, 1 頁に22
行納める｡


























































ピジョー (Th. G. Th. Pigeaud, 18991988) は周知のようにジャワ語と
ジャワ文献学の大家である｡ 彼はレイデン大学で1924年古代ジャワ語散文





ピジョーは1948年オランダに帰国した後, KITLV (Koninklijk Instituut
voor Taal-, Land- en Volkenkunde王立言語地理民族学研究所) において主
にジャワ文献学の調査研究に従事した｡ 彼の代表作の一つ 『ジャワの文献』
３巻は, レイデン大学はじめオランダの諸機関が所蔵するジャワの手写本
の詳細な目録および解題であり, ジャワ (と周辺地域) の文学と文献の歴
史に関する基本文献である｡ その中で当然バライプスタカ版のもとになっ
た写本 LOr 1786も扱われていて, 次のように説明されている [Pigeaud







LOrはレイデン大学図書館東洋手写本 (Leiden University Library Oriental
Manuscript) のことであり, LOr 1786はレイデン大学のいわゆるデルフ
ト・コレクションの劈頭を飾るものである｡
ところが, ピジョーによれば, バライプスタカ版の底本はこの大ババッ
ド自体ではなく, レイデンにおいてスギアルト ( J. Soegiarto) によって
ローマ字に転写されたコピーである｡ このローマ字版のコピーはレイデン
大学では BCB portfolio 3034という整理記号番号が与えられている｡ 手
書きではなくタイプ打ちである [cf. Wieringa 1999 : 245]｡ スギアルトは,
ピジョーによれば, 1930年からレイデン大学のジャワ語の教授ベルフ (C.
C. Berg), ドレウェス (G. W. J. Drewes), ウーレンベック (E. M.
Uhlenbeck) の助手を務め, 多数のジャワ語写本のローマ字転写とオラン
















になる｡ ①原本⇒②ウィンテル監督下の写本 (LOr 1786) ⇒③スギアル
トのローマ字版 (BCB portfolio 3034) ⇒④スギアルト版の複写⇒⑤バラ
イプスタカ版｡
スギアルト版の複写が作成された経緯 (もともとカーボンコピーが作ら
れたのか, 後日複写されたのかなど) は筆者には不明である｡ またバライ
プスタカが依拠したスギアルト版複写の現在の所在も不明である｡ なお,
ピジョーによれば, スギアルト版は全3754頁におよぶ浩瀚なもので, ５つ
の書類ケース (BCB portfolio 3034) に納められていたが, その書類ケー








者のラスが124章までのジャワ語の題目一覧を示す [Ras 1987a : VII-X] ほ
かに, それらのオランダ語訳, バライプスタカ版における詩章詩節の区切
り, 各詩章の韻律の名前, メインスマ版の頁を一覧にしている [Ras





う｡ しかし, 各章の長さが区々である他, 区切り方や題目のつけ方につい









大ババッドは宮廷詩人ヤサディプラ２世 (Yasadipura II, 17561844)5) が
スラカルタ王国のパクブワナ７世の命により編んだものであり, 1836年に
完成した｡ 原本はスラカルタの王宮に保存されているとのことであるが
[Ras 1987b : XIV], フロリダ作成のスラカルタ王宮の写本目録 (Florida
1993) には見いだしえず, 筆者は原本の現状について情報をもたない｡
ヤサディプラ２世はヤサディプラ１世 (17291803) の子であり, ラン
ガワルシタ (Ranggawarsita, 180273) の祖父である｡ ３人とも宮廷詩人
であり, 時代を代表する文学者であった｡ なかでもヤサディプラ２世はサ
ストラ・ヌガラ (Sastra Negara) つまり国家文学者という高い称号を与え
られていた｡ 宮廷詩人は引き継いだ作品を書き次ぐことがあり, その際,
旧版に単に書き足すのではなく, 旧版の叙述に手を加えるのが普通であっ






いて写本が作成された｡ 美しい王宮書体だという [Pigeaud 1967 2 : 25]｡
この写本がデルフトに送られた時点は, 1836年からウィンテルが死去する
















大規模な例は, 第83章 (第111詩章第10詩節から第113詩章第７詩節, 原文
の235－7 頁, オランダ語訳の241－4 頁) が第90章と第91章の間に位置す










キストが大ババッドより古い可能性を示唆している [Ras 1987b : XV-XVII]｡
ラスはまたメインスマ版にはバライプスタカ版にない詳細が記されるこ








 パクアラム版 BTJ (NBS 216)
ラスによれば, 以上の他にも大ババッド・グループに属するテキストが
いくつかある [Ras 1987b : XIX-XXI]｡ その中でもとくに重要な４点を取
りあげておきたい｡
第一に, レイデン大学図書館で NBS 216という整理番号をもつ BTJで
ある｡ NBSはオランダ聖書協会 (Netherlands Bible Society, オランダ語
名 Nederlands Bijbelgenootschap) であり, 同協会の文書がレイデン大学
図書館に寄託されていて, ピジョーの 『ジャワの文献』 にはそのうちの約
160点が取りあげられている [Pigeaud 1967 2 : 712755]｡ NBS 216はジョ
クジャカルタ書体のジャワ文字による散文版であり, ２巻からなる｡ 第１
巻 (1528頁) はパジャジャランの建国に始まりパクブワナ１世 (位1703－
19) まで, 第２巻 (490頁) はその後のカルタスラ, スラカルタ, ジョク
ジャカルタの歴史であり, イギリス支配期 (1811－16) におけるパクアラ
ム王家の設立 (1813) までを扱い, 未完である [Pigeaud 1967 2 : 750 ; Ras
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1987b : XIX-XX]｡ スギアルトによるローマ字版およびオランダ語による
梗概が作成されていて, これにはレイデン大学図書館の LOr 10.726とい
う整理番号が与えられている｡ 第１巻は500頁, 第２巻は327頁である
[Pigeaud 1967 2 : 660]｡ 始まり方が大ババッドとちがってパジャジャラン




にされている｡ ラドヤ・プスタカ (Radya Pustaka) 博物館の RP 128, マ
ンクヌゴロ王家図書館の RPB 36である [Ras 1987b : XX]｡ そのインドネ
シア語訳が公刊されている｡ すなわちスウィト訳 BTJであり, 同書の解
題によれば, RP 128を底本とする｡ RP 128と RPB 36はまったく同文で




うした研究は遅くとも1970年代にはリックレフス (Ricklefs 1972 ; 1979)
やデイ (Day 1978) などによって始まっている｡ その際リックレフスが
とくに注目したのが大英博物館所蔵のババッド・クラトン (Babad
Kraton) であり (Add. MS. 12320), あわせて断片的ではあるがインド館
(India Office) 図書館の手写本である (IOL Jav. 36A)｡ ババッド・クラト
ンは, 1777年にジョクジャカルタ王宮において完成したもので, 完全な
BTJとしては最も古い写本であるという｡ すなわちその内容はアダムから
始まりカルタスラの陥落 (1743) に至るものであり, バライプスタカ版の
全部 (全31分冊) および大ババッドの第 1－234詩章と総体として一致す






ワ (Sajara Raja Jawa) をあげている｡ 翻訳官ホルデイン (Gordijn) が翻




ディリ太守任命 (第９章) までである｡ ラスによれば, 刊行された部分に
ついて検討すると, この作品と大ババッド, メインスマ版, ババッド・ク
ラトンの４者の物語展開は驚くべき一致を示していて, したがって1750年
にはこれら大ババッド・グループの共通の祖形というべきものが存在した







[Pigeaud 1967 2 : 25]｡ ピジョーが列挙する18巻の頁数は336頁から680頁
までまちまちであるが, これらを合計すると9094頁にもなる｡ たいへん浩
瀚な書物である｡ これだけ膨大な量であると, 宮廷詩人が朗誦するものと









いうババッド・マンクブメン (Mangkubumen) は マンクブミ
(Mangkubumi) 物語というほどの意味である｡ マンクブミはパクブワナ２
世 (位1726－49) の弟であり, 同３世 (位1749－88) の叔父であって, 第
３次継承戦争 (1746－57) の一方の中心人物である｡ 1755年に王国を２分
してジョクジャカルタ王国を建てるとハムンクブワナ (１世) (Hamengku-
buwana, 位1755－92) と称した｡ この部分をババッド・マンクブメンと
よぶことは, ジョクジャカルタ王国建国者をスラカルタ時代の名でよんで
いることになる｡
18世紀前半は内戦の時代であった｡ 第１次継承戦争 (1704－08), 第２
次継承戦争 (1717－23) に続く, 1740年に始まった内戦 (中国人戦争と通
称される) は1743年に一応終結した (叛乱側の主要人物マンクブミも王宮
に戻る)｡ しかし1746年新都スラカルタへの遷都後まもなく第３次継承戦
争 (1746－57) が始まり, 王国は２分割される｡ この戦争のもう一人の主
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表 大ババッドの構成と頁数 [Ras 1987b : XXVII]
内 容 頁数 ％
第１部 パジャジャランの滅亡まで 50 1.0
第２部 マジャパヒトの滅亡まで 113 2.1
第３部 ドゥマックの滅亡まで 70 1.3
第４部 パジャンの滅亡まで 151 2.9
第５部 マタラムの滅亡まで 496 8.8
第６部 カルタスラの滅亡まで 1484 28.2
第７部 ババッド・マンクブメン 約 2900 55.1
合計 約 5263 100
要人物マス・サイド (Mas Said) は1757年スラカルタ王家から分家してマ
ンクヌガラ (Mankunegara) 王家の始祖になった｡ こうして内戦の半世紀




事を述べる｡ 大ババッドはパクブワナ３世の末年 (1788) やマンクブミの




























[Ras 1987b : XV], メインスマ版の終章である第124章はバライプスタカ版
第20分冊の57－66頁なので, 章の途中で終わっているようにみえる｡ さら
にはウィンテルによる改善版ババッド (第２節参照) は1743年10月まで扱っ




ライプスタカ版は2364頁になる｡ このうち, ラスによれば, メインスマ版
の1722年ころまでに相当するのは1496頁である [Ras 1987b : XV]｡ その差
の868頁を加えることは58％の増加を意味する｡ 既述のように (第２節第
４項) メインスマ版の初版は688頁とかなり分厚かった｡ 第２版, 第３版
が２巻に分けたのは理由のないことではないのである｡ これに58％を加え
ると1088頁になる｡ 第２版, 第３版なら, やや厚めの第３巻が必要という
ことになる｡ なお, 同じく既述のように, 第２版と第３版の両巻 (第５版
の前半と後半) はほぼ同分量なので, これを分かつ基準は内容ではなく分
量であったように思われる｡ 第５版の前半は第76章 (第100詩章末) まで










上の表から明らかなように, 第 1－7 部の各部の長さは不均等である｡
しかも, 第５部はそれ以前の第 1－4部の合計384頁よりかなり多い｡ 第６











言わばスラカルタ版 BTJであるが, その他にジョクジャカルタ版 BTJと






























出仕の申し出が受け入れられ, ニャイ・リヨ・キドゥル (Nyai Riyo




(Kutawinangun) 地方のブルピトゥ (Bulupitu) に, デウィ・アユ・ナワ






























堵などの懐柔策のほか, 様々な術策, 政略が用いられる｡ 政略結婚は常套
手段だが, とくにスルタン・アグンがスラバヤの王子プキックに妹パンダ
ン・サリを与えたのは重要である｡ この夫婦の間に生まれた娘はスルタン・





















究課題 ｢ジャワ語テキストにみるジャワの宗教変容 (2) ジャワのイスラーム
化再考｣ および科研費基盤研究 (B) ｢ジャワ語文献にみるジャワのイスラー
ム化再考 (16H05662)｣ (代表者：菅原由美大阪大学准教授) の研究成果の一
部です｡
注






のに対して, PDFは全646頁である｡ つまり PDFには50頁分ほど欠落があ
る｡ 前半で欠落25箇所計50頁, 後半で６箇所計12頁, 他方重複が前半に１箇
所２頁あることを確認した｡
4) ウィンテルが作成させた写本は9000頁を越える膨大なものであり (第５節
第１項参照), 美しい王宮書体で書かれている (第４節第１項参照) ので,
国王のなんらかの支援があった可能性は考えられる｡
5) ヤサディプラ２世の生年については明記しない資料が多いが, ここではフ
ロリダに従う [Florida 1993 : 372]｡
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